
校外学習、修学旅行で学んだこと 
 
１年生は早明浦ダムと吉野運動公園、２年生は大塚国際美術館と渦の 

道へ校外学習（４月２４日）に、３年生は北九州へ修学旅行（４月２２ 
日～２５日）に出かけ、それぞれの行き先で貴重な学習をしてきました。 
この校外学習や修学旅行には、大きな教育的な意義や価値があります。 
その一つは、実体験を通して、学習の理解がより深まるということで 

す。生徒たちは、出向いた現地の自然や歴史、文化や芸術、そこで暮ら 
したり仕事をしたりしている人々の思いや風土などを、直に見たり、聞 
いたり、触れたり、感じたりすることで、教科書や資料等で学んできた 
内容の理解をより深めたり、興味・関心をさらに広げたりすることがで 
きます。 
もう一つは、社会生活上のルールやマナー、規範意識の重要性を学ぶ 

ということです。生徒たちは、日頃、学校という社会の中で、学校の誰 
もが安全に楽しく充実した学校生活を送るためのルールやマナーを学び、 
身に付けてきています。校外に出れば、そこで生活する社会の一員とし 
て、いつも以上にきちんとした行動様式が求められます。現地の人や他 
の訪問者、周辺の人々に迷惑をかけないように心遣いすることや、交通 
ルール、見学先のルールを厳守することは当然のこととして必要です。 
また、学年団全員が行動を共にする中では、集団行動としての約束事を 
守らなければならず、生徒たちはこうしたことをより必然性をもって理 
解することができます。例えば、時間を守ること、素早く整列すること、 
人員の確認を厳密に行うこと、連絡・周知事項をよく聞くことなどです。 
私が同行した修学旅行では、３年生は、その時々の自分たちの言動は 

どうだったのかを振り返りながら、これらのことをしっかりと心掛けた 
活動に努め、日を追うごとに行動様式等が改善されていきました。そん 
な姿を見た旅先でお世話になった多くの方々から「綾川中学校の生徒さ 
んは、みんな立派ですね。」などのお褒めの言葉をたくさんいただきま 
した。本当に貴重な学びの機会であったと思っています。 
生徒たちには、こうした経験を糧としながら、自主・自律によって取 

り組む力を、より確かなものにしていってほしいと願っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

体育祭テーマ決定！ 「Step up 蒼天へ」 
 
５月２日(金)、全校朝礼で、生徒会本部役員からテーマの発表があり、 

次のような説明がありました。 
体育祭テーマは「Step up 蒼天へ」です。「蒼天」は、快い「真っ青」 

な大空のことです。体育祭を心から楽しみにしている人は多くいます。 
しかし、活動していく中で、クラスでの葛藤や友達同士で意見がぶつか 
ることもあると思います。それは、一人一人が体育祭を全力で楽しみた 
い、成功させたい、とにかく頑張りたいという強い思いをもっているか 
らです。だからこそ、クラス一丸となり、協力して乗り越え、さらなる高みを目指すことのできる、
そんな体育祭にしたいという思いを込めました。 
「蒼天」の下で、華麗に舞う全校ソーラン節やクラス全体で協力し、声を掛け合いながら挑む大縄

跳びなどの様々な競技、そして、学年を超えた拍手、応援などを通して、学年全体、学校全体の絆を
深めていきましょう。 
全校生徒の体育祭成功への熱い思いとその実現に向けた取組を期待しています。頑張りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ともに チャレンジ！ 
       綾川中学校 

学校だより No.３ 

２０２５年５月８日 

３年：平和集会にて 

１年：早明浦ダムにて 

２年：大塚国際美術館にて 

マリンワールド海の中道にて 


